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連結注記表

Ⅰ．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

１．連結の範囲に関する事項

（1）連結子会社の数 ２社

連結子会社の名称 株式会社極楽湯

株式会社GK Marketing

（2）非連結子会社の数 ３社

非連結子会社の名称 合同会社極楽湯レンダー

株式会社Goldensoft

株式会社GK Hospitality

（連結の範囲から除いた理由）

非連結子会社は、小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び

利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため

であります。

２．持分法の適用に関する事項

（1）持分法適用関連会社の数 １社

会社等の名称 株式会社エオネックス

（2）持分法適用の範囲の変更

該当事項はありません。
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３．会計方針に関する事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

ａ市場価格のない株式等以外のもの

当連結会計年度末日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

ｂ市場価格のない株式等

移動平均法による原価法を採用しております。

② デリバティブ取引の評価基準及び評価方法

時価法を採用しております。

③ 棚卸資産の評価基準及び評価方法

ａ商品

総平均法による原価法を採用しております。

（連結貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

ｂ貯蔵品

最終仕入原価法を採用しております。

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

主な耐用年数は以下のとおりです。

建 物 及 び 構 築 物 ２年～37年

工具、器具及び備品 ２年～20年

② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、自社利用ソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（３年～12年）に基づい

ております。

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、回収不能見込額を計上しております。

ａ一般債権

貸倒実績率法を採用しております。

ｂ貸倒懸念債権及び破産更生債権

財務内容評価法を採用しております。

② 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。
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(4) 退職給付に係る会計処理の方法

当社及び連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都

合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5) 収益及び費用の計上基準

① 商品及びサービスに係る収益認識

当社及び連結子会社は、商品及びサービスについては、顧客に商品を引き渡した時点及びサービス

を提供した時点で収益を認識しております。なお、商品の販売及びサービスの提供のうち当社及び連

結子会社が代理人に該当すると判断したものについては、顧客から受け取る対価の総額から仕入先に

対する支払額を差し引いた純額で収益を認識しております。

② 回数券に係る収益認識

当社は、発行した回数券を履行義務として識別し、回数券が使用された時点で収益を認識しており

ます。

(6) ヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

特例処理の要件を満たしている金利スワップ取引について、特例処理を採用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段………金利スワップ取引

ヘッジ対象………借入金利息

③ ヘッジ方針

当社規程に基づき、借入金に係る金利変動をヘッジしております。

④ ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップの特例処理の要件を満たしているため有効性の判定を省略しております。

(7) のれんの償却方法及び償却期間

15年間の定額法により償却しております。

(8) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリ

スクしか負わない取得日から３カ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(9) 外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建て金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処

理しています。なお、在外子会社等の資産及び負債は、各子会社の決算日の直物為替相場により円貨に

換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調

整勘定および非支配株主持分に含めています。

(10) その他連結計算書類の作成のための重要な事項

該当事項はございません。
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Ⅱ．表示方法の変更に関する注記

該当事項はございません。

Ⅲ．会計上の見積りに関する注記

・固定資産の減損損失

１．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

(単位：千円)

減損損失 150,939

有形固定資産 150,939

２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

① 算出方法

直営店舗の固定資産に対して各店舗単位で見積もりした回収不能見込額に対して減損損失を計上い

たしました。

② 主要な仮定

資産・負債及び損益に影響を与える見積りは、過去の実績やその他の様々な要因を勘案し経営者が

合理的に判断しております。しかしながら、見積特有の不確実性があるため、実際に生じる結果とは

異なる可能性があります。また、回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フ

ローにより策定されますが、将来キャッシュ・フローに含まれる売上高や売上原価など重要な仮定に

不確実性があり、計画に対し遅れが生じた場合、連結計算書類に影響を与える可能性があります。

Ⅳ．連結貸借対照表に関する注記

１. 担保に供している資産及び担保に係る債務

（単位：千円）

担保に供している資産 担保に係る債務

種類 期末帳簿価額 内容 期末残高

土地 1,120,174 １年内返済予定の長期借入金 81,068

建物 392,398 長期借入金 790,433

合計 1,512,573 合計 871,501

２．有形固定資産の減価償却累計額 10,059,545千円

３. 棚卸資産の内容は次のとおりであります。

商品 143,768千円

貯蔵品 32,933千円

計 176,702千円

４．国庫補助金の交付を受け圧縮記帳している建物の額は、9,491千円であります。
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５．当社は、金融機関11行とシンジケート契約を締結しており、本契約には連結貸借対照表の純資産の部の金

額や、連結損益計算書の経常損失により算出される一定の指標等を基準とする財務制限条項が付されてお

ります。なお、この契約に基づく当連結会計年度末日における借入残高は、以下のとおりであります。

１年内返済予定の長期借入金 471,432千円

長期借入金 1,152,826千円

計 1,624,258千円

Ⅴ．連結損益計算書に関する注記

１. 顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。

顧客との契約から生じる収益の金額は、「Ⅹ．収益認識に関する注記」に記載しております。

２. 減損損失

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

（単位：千円）

場所 用途 種類 減損損失

極楽湯 金沢野々市店（石川県野々市市） 温浴施設
建物及び構築物/

工具器具備品等
26,545

RAKU SPA Station 府中（東京都府中市) 温浴施設
建物及び構築物/

工具器具備品等
80,179

RAKU CAFE 心斎橋（大阪府大阪市） 飲食店
建物及び構築物/

工具器具備品等
44,214

当社グループは、店舗ごとに資産をグルーピングしております。

上記に係る資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を特別損失に計上しまし

た。その内訳は建物及び構築物131,282千円、工具、器具及び備品19,656千円です。

なお、当資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを

12.30％で割り引いて測定しております。

Ⅵ．連結株主資本等変動計算書に関する注記

１．当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

普通株式 31,722,000株

２．当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

該当事項はございません。

３．基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金
の総額
(千円)

１株当たり
の配当額
(円)

基準日 効力発生日

2026年６月26日
定期株主総会

普通株式
その他

資本剰余金
190,331 ６ 2026年３月31日 2026年６月29日
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４．当連結会計年度末日の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く）の目的となる株式

の種類及び数

普通株式 1,910,800株

Ⅶ．金融商品に関する注記

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資

金を調達しております。

また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行ってい

ます。

借入金の使途は運転資金(短期・長期)及び設備投資資金(長期)であり、一部の長期借入金の金利変動

リスクに対して金利スワップ取引を実施して支払利息の固定化を実施しております。また、エネルギー

市場価格変動リスクに対して原油スワップ取引を実施して、一部のエネルギーコストの固定化を実施し

ております。なお、デリバティブは内部管理規程に従い、実需の範囲で行うこととしております。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客（フランチャイズ契約先）の信用リスクに晒されております。また、

差入敷金保証金は、主に土地、建物等の賃借契約における保証金であり、賃借先の信用リスクに晒され

ております。投資有価証券である株式は、市場価格及び実質価額の変動リスクに晒されております。

営業債務である買掛金は、１年以内の支払期日であります。借入金は、主に設備投資に必要な資金の

調達を目的としたものであり、償還日は決算日後、最長で10年９カ月後であります。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

① 信用リスクの管理

当社グループは、売掛金については取引先ごとに期日管理及び残高管理を行う体制としております。

また、モニタリングを行い財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

差入敷金保証金については、モニタリングを行い財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽

減を図っております。

デリバティブの利用にあたっては、信用度の高い金融機関に限定しているため信用リスクは僅少で

あります。

当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の貸借対照表

価額により表されております。

② 市場リスク（金利等の変動リスク）の管理

当社は、借入金に係る支払金利の変動リスクに対応するため、金利スワップ取引を利用しておりま

す。また、金利変動のリスクをおさえるため、長期契約による金利の固定化を進めております。

投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況を把握し、また、取引先企業との関係

を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

定期的に手許流動性について取締役会へ報告され、早期把握やリスク軽減にむけた管理をしており

ます。
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２．金融商品の時価等に関する事項

2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。

(単位：千円)

連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

(1) 投資有価証券 267,359 267,359 －

(2) 敷金及び保証金 993,997 804,275 △189,722

(3) 関係会社株式 427,867 427,867 －

資産計 1,689,224 1,499,502 △189,722

(1) １年内返済予定の長期借入金 552,500 558,950 6,450

(2) 長期借入金 1,943,259 2,002,226 58,967

負債計 2,495,759 2,561,177 65,418

（※1）現金及び預金については、現金であること、及び預金が短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近

似するものであることから、記載を省略しております。

（※2）売掛金、買掛金、未払金については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものである

ことから、記載を省略しております。

（注１） 金銭債権及び満期がある有価証券の連結決算日後の償還予定額

（単位：千円）

１年以内
１年超

５年以内

５年超

10年以内
10年超

現金及び預金 1,519,949 － － －

売掛金 765,013 － － －

敷金及び保証金 57,768 322,463 438,799 174,965

合計 2,342,731 322,463 438,799 174,965

（注２）社債、長期借入金、リース債務及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額

（単位：千円）

１年以内
１年超

２年以内

２年超

３年以内

３年超

４年以内

４年超

５年以内
５年超

長期借入金 552,500 742,580 572,382 81,068 81,068 466,161

合計 552,500 742,580 572,382 81,068 81,068 466,161
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３ 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレ

ベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該

時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の

算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ

ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

（1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

（単位：千円）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 267,359 － － 267,359

資産計 267,359 － － 267,359

（2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（単位：千円）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

売掛金 － 765,013 － 765,013

敷金及び保証金 － 804,275 － 804,275

資産計 － 1,569,288 － 1,569,288

買掛金 － 442,693 － 442,693

未払金 － 718,163 － 718,163

長期借入金（１年内

返済予定の長期借入

金を含む。）

－ 2,561,177 － 2,561,177

負債計 － 3,722,033 － 3,722,033

(注)時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券

上場株式は、取引所の価格によっております。上場株式は活発な市場で取引されており、レベル

１の時価に分類しております。
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売掛金

これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債券額と満期までの期間及び信用リス

クを加味した利息を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

敷金及び保証金

主に建物の賃借時に差入れている敷金・保証金であり、償還予定時期を見積り、一般に公表され

ている長期プライムレートで割り引いた現在価値を算定しており、レベル２の時価に分類しており

ます。

買掛金、未払金

これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債務ごとに、その将来キャッシュ・フローと、返済

期日までの期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル

２の時価に分類しております。

長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む。）

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率

で割り引いて算定する方法によっております。変動金利による長期借入金は金利スワップの特例処

理の対象とされており、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を同様の借入を

行った場合に適用される合理的に見積られる利率で割り引いて算定する方法によっており、レベル

２の時価に分類しております。

Ⅷ．資産除去債務に関する注記

資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの

１．当該資産除去債務の概要

店舗設備の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務等であります。

２．当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を取得から９年～30年と見積り、割引率は1.0％から2.3％を使用して資産除去債務の金額

を計算しております。

３．当該資産除去債務の総額の増減

期首残高 2,259,908千円

見積の変更による増加額 －千円

時の経過による調整額 33,460千円

資産除去債務の履行による減少額 △47,166千円

期末残高 2,246,202千円
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Ⅸ．１株当たり情報に関する注記

１．１株当たり純資産額 145円41銭

２．１株当たり当期純利益 29円49銭

Ⅹ．収益認識に関する注記

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループの主たる事業は温浴事業であり、その他事業等も含め、グループ事業において収益及びキ

ャッシュ・フローの性質、計上時期等に関する重要な相違はありません。よって、開示の重要性が乏しい

ため、顧客との契約から生じる収益を分解した情報の記載は省略しております。

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は、「Ⅰ．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関

する注記等 ３.会計方針に関する事項 (5)収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会

計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び

時期に関する情報

(1) 顧客との契約から生じた債権残高

顧客との契約から生じる債権（期首残高） 800,203千円

顧客との契約から生じる債権（期末残高） 765,013千円

（注）当社グループの債権は、主に顧客との契約から生じた債権(売掛金)であります。

(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社グループにおいては、当初に予想される契約期間が１年を超える重要な取引はありません。ま

た、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

Ⅺ．重要な後発事象に関する注記

該当事項はございません。
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個別注記表

Ⅰ．継続企業の前提に関する注記等

該当事項はございません。

Ⅱ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

① 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法を採用しております。

② その他有価証券

ａ市場価格のない株式等以外のもの

当事業年度末日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

ｂ市場価格のない株式等

移動平均法による原価法を採用しております。

(2) デリバティブ取引により生じる正味の債権（及び債務）の評価基準及び評価方法

時価法を採用しております。

２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

主な耐用年数は以下のとおりです。

建 物 10年～24年

工具、器具及び備品 ２年～10年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、自社利用ソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（５年～７年）に基づいて

おります。

(3) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数とし、

残存価額を零とする定額法を採用しております。

３．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、回収不能見込額を計上しております。

① 一般債権

貸倒実績率法を採用しております。
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② 貸倒懸念債権及び破産更生債権

財務内容評価法を採用しております。

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

(3) 退職給付引当金

従業員の退職給付の支給に備えるため、当事業年度末日における退職給付債務に基づき、当事業年度

末日において発生している額を計上しております。

４．収益及び費用の計上基準

当社は純粋持株会社として、グループ全体の経営管理・運営等を主な事業とし、これらの事業について

は役務の提供期間に応じて、収益を認識しております。

取引の対価は履行義務を充足してから原則として１年以内に受領しており、重要な金融要素は含まれて

おりません。

５．外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、当事業年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処

理しております。

６．ヘッジ会計の方法その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

(1) ヘッジ会計の方法

特例処理の要件を満たしている金利スワップ取引について、特例処理を採用しております。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段………金利スワップ取引

ヘッジ対象………借入金利息

(3) ヘッジ方針

当社規程に基づき、借入金に係る金利変動をヘッジしております。

(4) ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップの特例処理の要件を満たしているため有効性の判定を省略しております。

― 12 ―

2026年05月26日 16時37分 $FOLDER; 13ページ （Tess 1.50(64) 20260319_01）



Ⅲ．会計上の見積りに関する注記

資産・負債及び損益に影響を与える見積りは、過去の実績やその他の様々な要因を勘案し経営者が合理的に

判断しております。しかしながら、見積特有の不確実性があるため、実際に生じる結果とは異なる可能性があ

ります。また、回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローにより策定されます

が、将来キャッシュ・フローに含まれる売上高や売上原価など重要な仮定に不確実性があり、計画に対し遅れ

が生じた場合、当社の計算書類に影響を与える可能性があります。

１. 関係会社への投融資の評価

（単位：千円）

関係会社長期貸付金 5,327,425

関係会社社債 －

貸倒引当金（固定） △1,684,343

貸倒引当金戻入額 412,278

２. 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

子会社に対する貸付金等の債権に関わる貸倒損失に備えるため、個別に回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を貸倒引当金として計上しております。しかしながら、翌事業年度の子会社の財政状態により、貸

倒引当金については追加引当又は取崩が必要となる可能性があります。また、子会社株式については発行

会社の財政状態が著しく悪化したときは、回復可能性が十分な証拠によって裏付けられる場合を除いて、

相当の減額を行っております。

Ⅳ．貸借対照表に関する注記

１. 担保に供している資産及び担保に係る債務

（単位：千円）

担保に供している資産 担保に係る債務

種類 期末帳簿価額 内容 期末残高

土地 1,120,174 １年内返済予定の長期借入金 81,068

長期借入金 790,433

合計 1,120,174 合計 871,501

２．有形固定資産の減価償却累計額 58,358千円

３．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

金銭債権 156,097千円

金銭債務 9,351千円

４．取締役、監査役に対する金銭債権及び金銭債務

金銭債権 28,425千円

金銭債務 18,500千円
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５．当社は、金融機関11行とシンジケート契約を締結しており、本契約には貸借対照表の純資産の部の金額

や、損益計算書の経常損失により算出される一定の指標等を基準とする財務制限条項が付されておりま

す。なお、この契約に基づく当事業年度末日における借入残高は、以下のとおりであります。

１年内返済予定の長期借入金 471,432千円

長期借入金 1,152,826千円

計 1,624,258千円

Ⅴ．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高 営業取引による取引高 1,174,748千円

営業取引以外の取引高 48,706千円

Ⅵ．株主資本等変動計算書に関する注記

１．当事業年度末日における自己株式の種類及び数

普通株式 75株

Ⅶ．税効果会計に関する注記

繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

税務上の繰越欠損金 1,188,041千円

貸倒引当金 515,746千円

減損損失累計額 21,724千円

株式報酬費用 89,861千円

子会社株式 490,755千円

会社分割に伴う承継会社株式 584,567千円

その他 14,250千円

小計 2,904,946千円

税務上の繰越欠損金に係る

評価性引当額 △1,133,717千円

将来減算一時差異等の合計に係る

評価性引当額 △1,699,961千円

評価性引当額 △2,833,679千円

計 71,267千円

繰延税金負債

投資有価証券 37,841千円

繰延税金負債合計 37,841千円

繰延税金資産の純額 33,425千円

Ⅷ．収益認識関係に関する注記

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は「個別注記表 Ⅱ．重要な会計方針に係

る事項に関する注記 ４．収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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Ⅸ．関連当事者との取引に関する注記

１．役員及び個人主要株主等

種類
会社等の

名 称

議決権等の

所有(被所有)

割合(％)

関連当事者

と の 関 係
取 引 の 内 容

取引金額

（千円）
科 目

期末残高

（千円）

役員 新川隆丈

被所有

直接

1.4

代表取締役会長兼社長
グループＣＥＯ

資金の貸付(注）１ 28,425 長 期 貸 付 金 28,425

(注)１ 資金の貸付にかかる利率については市場金利を勘案して合理的に決定しております。

２．子会社及び関連会社との取引

種類
会社等の

名 称

議決権等の

所有(被所有)

割合(％)

関連当事者

と の 関 係
取 引 の 内 容

取引金額

（千円）
科 目

期末残高

（千円）

子会社
株式会社

極楽湯

所有

直接

100.0

資金の貸付

役員の兼任

経 営 管 理

経営指導等(注）１

債務被保証(注)２

利息の受取(注)３

貸倒引当金戻入額

1,103,627

2,495,759

48,471

412,278

売 掛 金

関係会社長期貸付金

関 係 会 社 社 債

貸 倒 引 当 金

100,984

5,327,425

-

△1,684,343

子会社

株式会社

GK

Marketing

所有

直接

100.0

役員の兼任

経 営 管 理
経営指導等(注）１ 71,121 売 掛 金 6,523

(注)１ 経営指導料等については、役務提供に対する費用等を勘案して合理的に価格を決定しております。

２ 当社の銀行借入について債務保証を受けております。

３ 子会社に対する資金の貸付金利については、市場金利を勘案して決定しております。

Ⅹ．１株当たり情報に関する注記

１．１株当たり純資産額 134円29銭

２．１株当たり当期純利益 24円80銭

Ⅺ．重要な後発事象に関する注記

該当事項はございません。
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